新しい中学校学習指導要領に対応した初任教師にもできる英語での英語の授業 by 田中 誠
39
新しい中学校学習指導要領に対応した初任教師にもできる英語での英語の授業長崎国際大学教育基盤センター紀要　第１巻　２０１８年２月　３９頁～５３頁
新しい中学校学習指導要領に対応した初任教師にもできる 
英語での英語の授業
田　中　　　誠
（長崎国際大学 人間社会学部 国際観光学科）
English Lessons Even Novice Teachers Can Conduct in English 
Corresponding to the Revised Junior High School 
Government Guidelines for Teaching
Makoto TANAKA
（Dept. of International Tourism, Faculty of Human and Social Studies,
Nagasaki International University）
Abstract
According to the revised junior high school government guidelines for teaching English classes at junior 
high schools, the following phrase is added: “classes, in principle, should be conducted in English”.　In junior 
high schools, it is conventional for teachers to introduce new materials by“oral introduction”in English.　
However, taking differences in academic abilities into account, it is not easy to conduct classes in English only.　
Hence, this paper explores English classes even novice teachers can provide.　Even though the phrase“classes, 
in principle, should be conducted in English”is added, it does not necessarily follow that teachers cannot 
use Japanese in preparatory handouts at all.　Examples of the concrete use of handouts are presented. 
Furthermore, the author suggests that teachers can use Japanese on both handouts and contents of writing 
on a blackboard for those students who are not good at English on condition that teachers do not speak 
Japanese in class.　By using handouts effectively, the author presents a teaching plan for novice teachers which 
enables the increase of out-of-class learning hours as well as active learning in classrooms.
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要　旨
中学校学習指導要領の今回の改訂で、中学校の英語の授業でも「授業は英語で行うことを基本とする」という
文言が加わった。中学校の場合、従来から新出事項を英語によるオーラル・イントロダクションで導入すること
は、よく行われていることであるが、学力差を考慮した場合、全てを英語で行うことは困難を伴う。この稿では、
初任教師でもできる中学校における英語での授業について考察を加えていく。「授業は英語で行うことを基本と
する」といっても、予習プリントに日本語を使用してはいけないとは、誰も言っていない。また、予習プリント
と言っても、このプリントは、授業中に活用するプリントでもあり、復習でも活用するプリントとなる。プリン
トの具体的な使用法についての案を提示する。さらに、授業中の発話は原則として英語で行うことを条件に、英
語の苦手な生徒のために、ハンドアウトや板書には日本語を使用することを提案する。また、授業外学習を増や
し、アクティブラーニングを取り入れた初任教師でもできるような指導案を提示する。
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原　著　論　文 
１．は じ め に
　平成２９年３月に「何ができるようになるか」をさ
らに明確化した新学習指導要領が公示された。学校
現場ではどのような対応が必要となってくるのであ
ろうか。筆者の専門領域の外国語に関しては、小学
校では中学年で「外国語活動」を、高学年で教科と
して「外国語科」を導入し、小・中・高等学校にお
いて一貫した学びを重視することとなった（cf. 文部
科学省［２０１７c:２］）。もちろん、外国語と言っても
現状を考えた場合、指導される言語はほとんどの場
合、英語であると考えられる。よって、本稿では英
語を中心に議論をしていくこととする。
　新学習指導要領に基づき、小学校での英語学習時
間が増えることは、もちろんプラス面もあるが、当
然マイナス面も生じてくる。英語学習時間が増える
ということは、基本的に他の教科の学習時間が減る
ことを意味するし、小学校での外国語の教科化に対
応できる教師がどれくらいいるのかという問題もあ
る。特に、後者については様々な対応が考えられて
はいるが、英語教育に対する指導力が高い学校とそ
うではない学校の格差がますます大きくなることは
間違いないであろう。その結果、中学校に上がって
くるまでに大きな英語力の差が生じてくることは容
易に想像できる。そのような大きな英語力の差があ
る生徒に対して、今回の改訂で中学校の英語も「授
業は英語で行うことを基本とする」という文言が加
わった（cf. 文部科学省［２０１７a:１３６］）。中学校の英
語の授業では、従来から新出事項を英語によるオー
ラル・イントロダクションで導入することは、よく
行われていることである。しかし、その後の文法事
項の説明や宿題の指示等については日本語で行われ
る場合も多い。平成２８年度英語教育実施状況調査
（中学校）の結果を見ても、「発話をおおむね英語で
おこなっている」英語担当教員の割合は、最も高い
第１学年でも１３.０％となっている。「発話の半分未満
を英語で行っている」割合は、第３学年が最も高く
３８.１％になっている（cf. 文部科学省［２０１７b:９］）。
この調査結果は、現在の日本の中学校における英語
の授業形態の実態を反映したものだと考えられる。
この状況下で「授業は英語で」となれば、現場はか
なりの混乱が想定されるし、高校の場合がそうで
あったように、「授業は英語で行うことを基本とす
る」の解釈には、ある程度の幅が出てくることも予
測できる。いずれにしても英語で授業を展開しなが
ら分かりやすい指導をしていかねばならない中学校
の英語教師にとって指導力の向上は大きな問題であ
る。
　新学習指導要領に基づく英語の授業を適切に運営
していくことは、経験豊富な英語教師にとっても、
困難が伴うものであるが、授業運営に慣れていない
初任教師にとっては、さらに大きな困難が伴うこと
になるであろう。
　この稿では、初任教師にもできる基本的な英語で
行う中学英語の授業について考察を加えていきたい。
２．英語で授業のポイント
　筆者は大学で英語科教育法を担当しているが、中
学校の英語の授業の基本的な流れを指導する際に、
出席確認、復習、オーラル・イントロダクションに
よる新出事項の導入までは、日本語を使用せず、英
語で授業を展開するように指導をしてきた。逆に言
うと、オーラル・イントロダクションを英語で行っ
た後は、英語でのやりとりで生徒が理解しづらい部
分については、日本語を使用しても構わないという
スタンスで指導を行ってきた。しかし、「授業は英
語で行うことを基本とする」ということになると、
授業中の日本語の使用は、できるだけ控えなければ
ならず、今後は修正が必要となってくる。
　これまで、日本語を使用して説明をしていた事項
も、基本的に英語を使用しての説明ということにな
ると、学習効果の高い授業をするためには、前もっ
ての授業の準備は、非常に重要である。特に、初任
教師の場合、生徒のレベルに合わせた教室英語を使
用するための確認だけでもかなりの時間を要するこ
とになる。日頃から NHK の基礎英語などを聞いて、
生徒のレベルに合わせた易しい英語を使った表現を
使いこなせるように努力をする必要がある。
　上記を踏まえて、授業の準備の際に、留意すべき
ポイントについて、授業の流れに沿って考えてみよ
う。
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２.１　出席確認、授業の雰囲気作り
　授業の最初の出席確認や英語の授業に入っていく
ための雰囲気作りは、今回の学習指導要領の改訂に
関わりなく、当然英語で行われるべき事項であると
考えている。英語で出席の確認をしながら、英語の
スモールトークでこれから英語の授業を始めるため
のウォーミングアップを行う。
　この際の留意点は、“Who is absent today ?”など
の質問に対して、“Sato-kun is absent.”という返事
が返ってきたら、それで終わりではなく、実際のコ
ミュニケーションに近づけるために、その答えに対
して、欠席の理由なども確認するようなやりとりを
行う必要がある。教師は、質問のための質問をしが
ちであるが、一つの質問から話を広げていくことが
重要である。前回、欠席の生徒が出席していれば、
“Suzuki-san, you were absent yesterday.　Are you 
OK now ?”など、生徒に対する気遣いを示すよう
なやりとりもクラスの雰囲気作りには欠かせない。
また、体調の悪そうな生徒はいないか、表情の暗い
生徒はいないかなどを確認し、英語でそれとなく聞
いてみたりすることも教師としての当然の責務であ
る。これらは、毎回の授業で繰り返し行われる事項
であるので、特に初任教師の場合は、様々な場面を
想定し、どのような英語を使用するのかを事前にリ
ストアップしておく必要がある。なぜなら、このよ
うな簡単なやりとりの間でも、学年によって使用で
きる英語のレベルを変える必要があるからである。
例えば、間接疑問文を習った後であるならば、“Do you 
know why Tanaka-kun is absent today ?”などの
文を使用することもできるが、中学校１年生にはこ
の英語は使えないので、既習事項をうまく使用して
スモールトークを自然に行うために、ある程度出て
きそうな場面を想定して使用する英語を準備してお
くことは、非常に重要である。もちろん、想定外の
やりとりになることもあるので、易しい英語を使用
することができるコミュニケーション力を普段から
しっかりと鍛えておく必要がある。
２.２　復　習
　授業に入る雰囲気が整ったら、次は前回の授業の
復習を英語で行う。これは、復習なので、英語を使
用した活動を準備しておく。初任教師の場合、復習
のパターンもバリエーションが少ないと考えられる
が、そこは、新 TOSS ランド等のウェブサイトを上
手に活用し、少しずつバリエーションを増やしてい
く必要がある。また、復習の場面ではスパイラル学
習も意識して、前回だけの学習事項だけでなく、少
し前に学習したことも活用するなど、教師の側で忘
れる前に使わせるということを意識しておくことも
重要である。
２.３　オーラル・イントロダクションによる新出
事項の導入
　新出事項の導入については、どのようにしたら生
徒の興味関心を引きつけるような導入ができるのか
と、最も時間をかけて考える事項の一つである。授
業計画を立てる指導案の作成段階で、どのような英
語を教師が使用するのか、また生徒に使用させるの
かを十分に検討することが重要である。特に初任教
師の場合は、教室英語の使用に慣れていない場合も
多いので、細かい点まで指導案作成の際に確認をし
ておく必要がある。生徒が今日はどんなことを学ぶ
のだろうとわくわくするような導入を考えたい。
２.４　「展開」のパートを効果的に行うために
　言うまでもなく、「展開」は授業の最も重要な部
分の一つである。既出事項を活用しつつ、新出事項
を使って英語でコミュニケーション活動を行うこと
になる。今までは、この英語を使った展開のコミュ
ニケーション活動に入る前に、オーラル・イントロ
ダクションの後、日本語を使用して新出事項の説明
を加えることも多かった。また、これからの活動内
容を日本語で補足説明することもあった。実際に私
の英語科教育法の授業でも、この場面では日本語を
使用することを容認していた。その理由は、筆者の
県立高校での英語教諭の経験からも、日本語を使わ
ないで、新出事項を全ての生徒に理解させることが
いかに難しいかということが分かっていたし、活動
内容の説明を英語で行っても理解できない生徒が出
てきて、活動がうまくいかない場合があることを認
識していたからである。
　なぜそのようになるのか理解していない新出事項
を、なんとなく繰り返して練習しても身につかない
ことは容易に想像できる。しかし、「授業は英語で
行うことを基本とする」という流れの中で、英語が
苦手な生徒も含めて、新出事項を理解してもらった
上で、展開の様々な活動に入っていく必要がある。
初任教師の中には、どうすればいいのか途方に暮れ
る人もいるかもしれないが、事前に準備をしておけ
ば、慌てる必要はない。以下に、初任教師でも基本
的に英語を用いてスムーズに展開ができる方法を紹
介したい。
　まず一つ目は、予習プリントの作成である。もっ
と効率が良いのは、ビデオを活用した反転学習であ
るが、中学校の全生徒が家庭学習でインターネット
で配信されたビデオを何らかのデバイスで見るとい
うことは、現在のところ現実的ではない。将来的に
は可能となるかもしれないが、しばらくは、予習プ
リントに頼らざるをえないと思う。もちろん、一般
的に紙ベースのものは反転学習とは言わないことは
承知しているが、反転学習を紙ベースで行うと考え
てもらえれば、イメージがつかみやすいと思う。こ
の予習プリントには、新出事項の説明を日本語で分
かりやすく説明し、例文等も掲載しておく。「授業
は英語で行うことを基本とする」といっても、予習
プリントに日本語を使用してはいけないとは、誰も
言っていない。生徒一人ひとりが、次の授業の準備
として、予習プリントに目を通しておけば、新出事
項について、全て英語で導入しても、理解できない
という生徒は少なくなるであろうし、予習プリント
を読んでいない生徒がいたとしても、授業中にその
予習プリントを見ながら、授業を受ければ、理解の
手助けとなるであろう。もちろん、「授業は英語で
行うことを基本とする」という大きな転換期に際し、
授業外学習をしっかり定着させる努力をすることは、
非常に重要であり、授業外学習量の増加が「英語で
授業」のためには必要不可欠である。予習プリント
の学習を前提にして、教師は“Please look at the 
sentence number １ on the handout.”などと配布済
みの予習プリントを使用して、英語で説明をしてい
く。ここでのポイントは、教師の発する言葉は英語
だが、日本語でも説明がプリントに書いてあるので、
英語の苦手な生徒も全く分からないという状況には
なりにくいということである。予習プリントの作成
と言っているが、このプリントは、予習プリントで
もあり、授業中に活用するプリントでもあり、復習
でも活用するプリントにもなる。授業中には、生徒
同士でこの予習プリントについて、不明な点がない
か話をさせるピアラーニングの手法も取り入れるこ
とができる。このように活用することを考えれば、
手間はかかるかもしれないが、授業運営の未熟な初
任教師が、授業中にできるだけ英語を使用し、極力
日本語を使用せずに、分かりやすい授業を展開しよ
うとすれば、自ずと選択肢は限られてくる。もちろ
ん、授業がうまくなっていけば、プリントの日本語
の量は減っていって構わない。
　予習プリント作成に際しては、中学生向けの参考
書をたくさん読み、最も分かりやすいと思うように
アレンジし、日常会話で使えそうな例文を使用する
こと、また必ずプリントには番号を振っておくこと
が重要である。このプリントに番号を振る習慣は、
筆者は県立高校に赴任した際の初任者研修で指導を
受けた。「教員が、何枚プリントを配布したのか分
からないのに、生徒にプリントの管理をしなさいと
言うのはおかしい。番号を振っておけば、生徒がプ
リントをなくしてもどのプリントをなくしたのかす
ぐに分かる。」と指導をされ、必ず配布プリントに
は、通し番号を振って管理するようにと指導を受け
た。当時の英語のプリントは、ウサギのマークのプ
リントとカメのマークのプリントがあり、それぞれ、
通し番号を振り、ウサギのマークのファイルとカメ
のマークのファイルに綴じさせていた。指示の際も、
“Please look at rabbit handout ７.”と言えば、英語
が苦手な生徒もウサギの７番のプリントとすぐに分
かるので、非常に役に立つ。
　授業前の予習プリントだけでなく、授業中の展開
のパートで行うアクティビティについても、別途プ
リントを作成しておくと良い。英語の苦手な生徒で
もどんなアクティビティになるのか、分かるような
内容のものを作成しておくと、英語で指示を出して
も、日本語での説明があるプリントの手助けがある
ので、スムーズにアクティビティに取り組める。ア
クティブラーニングを成功させるために、どんなア
クティビティをするのか生徒に理解させることは、
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どうしても必要となってくる。もちろん、プリント
に頼りすぎると教師の指示を聞かなくなるので、
徐々に、プリントの日本語の量は、調整していく必
要があるが、まずは何をして良いか分からないとい
う生徒をなくすことが何と言っても重要である。こ
の展開のアクティビティの取り組み方については、
授業中の活動であるので、黒板やパワーポイントで
提示することも可能である。もちろん、指示は英語
で出すが、板書やパワーポイントにはプリント同様
に日本語を使用して構わない。
　「英語が苦手な生徒が多いので、英語での授業が
できない」という話はよく耳にするが、プリント、
パワーポイント、板書には日本語を使用しても問題
はないので、うまく活用しながら、授業中の言語使
用については英語の使用量を増やしていくことが必
要である。このようにしていけば、生徒も授業中に
先生は基本的に英語しか話さないと理解するし、先
生のように英語が使えるようになりたいと考える生
徒も増えることが期待できる。
２.５　授業のまとめ
　授業のまとめの部分も、本時の授業のことで不明
な点がないように、分かりにくいと思われた点は、
従来型の授業であれば、日本語での説明が入ること
も多かった部分である。次の授業の準備や宿題の指
示も英語の苦手な生徒にも分かるように、日本語で
補足されることもあったと思う。しかし、ここでも
日本語を教師が発しなくても、プリントを活用すれ
ば、教師は日本語を発することなく、英語の苦手な
生徒にもかなりの部分を理解させることができる。
もちろん、「授業は英語で行うことを基本とする」
と明示されても、必要があれば、日本語を使用する
ことも許容されるものと筆者は理解している。特に、
授業設計が発展途上の初任教師が、まとめのところ
で理解できない生徒がいた場合に、日本語で少し補
足をすることは、ある程度は許容範囲であろう。し
かし、それに甘えていけないのは言うまでもない。
３．指導案とプリントの例
　これまで、述べてきたことを反映したアクティブ
ラーニングを取り入れた受動態の導入事例の指導案
と授業外学習を促すための配布プリントの例を資料
１～資料４２で示す。教科書は、東京書籍の New 
Horizon English Course 3（２０１６）を使用する。通常
の指導案より、教師の発話の英語の部分は，特に詳
しく記載している。レベルに合わせた易しい英語で
の発話に自信がない教師は特に指導案の段階で、易
しい英語表現をチェックしておく必要がある。
４．ま　と　め
　資料１～資料４２に示した事例は、ほんの一例
に過ぎないし、また示した事例は、初任教師でもで
きるという視点で作成してあるので、ベテランの教
師にとっては物足りない感じがするかもしれない。
しかしながら、平成２８年度英語教育実施状況調査
（中学校）の結果から、授業で「発話をおおむね英
語でおこなっている」と回答した英語担当教員の割
合は、最も高い第１学年でも１３.０％という状況下の
中で、多くの教員がこれなら自分も英語で授業がで
きると思える方法を提示することは意義のあること
だと考える。まず授業では、教師は基本的に英語を
使用するということに、教師も生徒も慣れていくこ
とが非常に大事だと思う。
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࠙㈨ᩱ ࠚᣦᑟ᱌
➨Ꮫᖺ $⤌  ⱥㄒ⛉Ꮫ⩦ᣦᑟ᱌
ᣦᑟᩍㅍ ۑۑۑۑ༳

Ϩ᪥᫬ ᖹᡂ  ᖺ  ᭶  ᪥  ᫬㝈
ϩ㢟ᮦ Unit 1 Pop Culture Then and Now 
࠙6WDUWLQJ2XWࠚ
This is a famous painting by Vincent van Gogh. It is loved by 
many people. 
    Van Gogh was influenced by ukiyo-e. Some ukiyo-e prints are  
shown in this painting. They were brought from Japan to Europe. 
࠙ᇶᮏᩥ1ࠚ
  This painting is loved by many people. 
(New Horizon English Course 3ᮾி᭩⡠SS
Ϫࢡࣛࢫࡢᐇែ
 (ࡇࡢ✏࡛ࡣ┬␎)
ϫᮏㄢࡢᣦᑟ┠ᶆ
 㸯㸧ཷࡅ㌟ࢆ౑⏝ࡍࡿ㝿ࡢどⅬ࡜ࡑࡢ⏝ἲࢆ⌮ゎࡋࠊࡑࢀࡽࢆ౑ࡗ࡚సရ࡞࡝ࢆ⤂௓ࡍ
ࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡿࠋ
 㸰㸧ཷࡅ㌟ࢆ౑⏝ࡋ࡚ࠊ᝟ሗࡢࡸࡾྲྀࡾࢆࡍࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡿࠋ
 㸱㸧ࠕPDNH㸩௦ྡモ㸩ᙧᐜモࠖࢆ౑⏝ࡍࡿ㝿ࡢどⅬ࡜ࡑࡢ⏝ἲࢆ⌮ゎࡋࠊ⮬ศࡢẼᣢ
ࡕࢆⱥㄒ࡛⾲⌧ࡍࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡿࠋ
Ϭᣦᑟィ⏬
 ➨㸯᫬㸦ᮏ᫬㸧ࡢෆᐜ⌮ゎ࡜ཷࡅ㌟ࡢ⏝ἲ
 ➨㸰᫬ ࡢෆᐜ⌮ゎ࡜ཷࡅ㌟ࡢ␲ၥᩥ
 ➨㸱᫬ ࡢෆᐜ⌮ゎ࡜᪥ᮏᩥ໬ࡢ⌮ゎ
 ➨㸲᫬ ࡢෆᐜ⌮ゎ࡜ࠕPDNH㸩௦ྡモ㸩ᙧᐜモࠖࡢ⏝ἲ
 ➨㸳᫬ ࢆά⏝ࡋ࡚ࡢࡲ࡜ࡵ࡜᚟⩦  
ϭ. ᮏ᫬ࡢᣦᑟ┠ᶆ
㸯㸧 ཷࡅ㌟ࢆ౑⏝ࡋ࡚ࠊ⏕ᚐྠኈ࡛᝟ሗࡢࡸࡾྲྀࡾࢆࡍࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡿࠋ
 㸰㸧 ⏕ᚐࡀⱥㄒࢆ౑⏝ࡍࡿ᫬㛫ࢆ༑ศ࡟☜ಖࡍࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡿࠋ
 㸱㸧 ⏕ᚐࢆ✚ᴟⓗ࡟ᤵᴗ࡟ཧຍࡉࡏࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡿࠋ
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












ศ








ᒎ




㛤
like 1b. In sentence 1b, the topic is “this  
painting”. Do you understand? Now please  
read the rest of this handout. I’ll give you 
90 seconds.    
Are you finished? OK, please make pairs 
with the student next to you and talk  
about this. You can speak Japanese. I’ll  
give you one minute.  
  Time is up. Stop talking, please. Do you 
have any questions? 
ۑࣇࣛࢵࢩ࣮ࣗ࢝ࢻࢆ౑⏝ࡋ࡚᪂ฟㄒྃࡢ☜ㄆ
OK, now let’s check new words and  
phrases. Please repeat after me. ͐͐
ۑෆᐜ⌮ゎࢆ῝ࡵࡿ
 Now let’s listen to today’s part. Close  
your eyes, please. ͐͐
ۑࢸ࢟ࢫࢺࢆᩍᖌࡀ㡢ㄞࡋ࡞ࡀࡽࠊ࣮࢜ࣛࣝ࢖ࣥࢺ
ࣟࢲࢡࢩ࡛ࣙࣥ࢝ࣂ࣮ࡋࡁࢀ࡞࠿ࡗࡓ㒊ศࡢ⿵㊊
ㄝ᫂ࢆࢪ࢙ࢫࢳ࣮ࣕ௜ࡁ࡛ᇶᮏⓗ࡟ⱥㄒ࡛⾜࠺ࠋ⏕
ᚐࡀศ࠿ࡽ࡞࠸ࡼ࠺࡞⾲᝟ࢆࡋ࡚࠸ࢀࡤࠊḟࡢࡼ࠺
࡟ᑡࡋ᪥ᮏㄒࢆධࢀࡿࡇ࡜ࡶྍࠋ
Some ukiyo-e prints are shown or “ぢࡽࢀ
ࡿ” in this painting. 㸦ᾋୡ⤮ࢆ♧ࡋ࡞ࡀࡽ㸧
OK? They were brought or “ᣢࡗ࡚ࡇࡽࢀࡓ”
from Japan to Europe.㸦ୡ⏺ᆅᅗࢆ౑ࡗ࡚ࠊ᪥
ᮏ࡜࣮ࣚࣟࢵࣃࢆᣦࡉࡋ࡞ࡀࡽ㸧
ۑ㡢ㄞࠊRead & Look up. ࡛ⱥᩥࡢๅࡾ㎸ࡳࠋ
ۑࠕᇶᮏ⦎⩦ࠖ p.7 㸦⏕ᚐ࡟ᙜ࡚࡚ࠊゎ⟅☜ㄆࠊ
඲య࡛ࣜࣆ࣮ࢺࠊಶே࡛ゝࢃࡏࠊ඲య࡛ࣜࣆ࣮ࢺ㸧
ۑ “Listen” 㸦CDࢆ⪺࠿ࡏࠊゎ⟅ࡉࡏࡿ㸧㸦ゎ⟅☜
ㄆࠊ⡆༢࡞ㄝ᫂㸧
ۑ࢔ࢡࢸ࢕ࣅࢸ࢕㸦సࡽࢀࡓᖺࢆ⪺ࡁฟࡍࢱࢫࢡ㸧
T: OK, now let’s move on to today’s activity. 
I have two kinds of worksheets. I’ll give  
Worksheet A to this group and Worksheet 
B to this group. ͐  Is there anyone who  
doesn’t have a worksheet?  
Look at your worksheet. There is a list  
on the worksheet and your task is to fill in
the blanks by asking questions in English. 
But before we do that, let’s check the verb 
ࣆ࢔࣮ࣛࢽࣥࢢࠊ⏕
ᚐྠኈ࡛୙᫂࡞Ⅼࢆ
☜ㄆࡉࡏࡿࠋ
ᮘ㛫ᕠどࠋ
඲య࡜ಶேࡢࣂࣛࣥ
ࢫࢆྲྀࡾ࡞ࡀࡽࠊ኱
ࡁ࡞ኌ࡛Ⓨ㡢ࢆࡉࡏ
ࡿࠋ
ࢪ࢙ࢫࢳ࣮࡛ࣕ┠ࢆ
ࡘࡪࡿࡇ࡜ࢆศ࠿ࡽ
ࡏࠊ㞟୰ࡋ࡚⪺࠿ࡏ
ࡿࠋ
ࣆࢡࢳ࣮࣮ࣕ࢝ࢻ࡜
ୡ⏺ᆅᅗࢆᣦࡉࡋ࡞
ࡀࡽࠊࢪ࢙ࢫࢳ࣮ࣕ
௜ࡁ࡛ㄝ᫂ࢆࡍࡿࠋ
኱ࡁ࡞ኌ࡛ゝࢃࡏ
ࡿࠋ
ᴦࡋ࠸㞺ᅖẼ࡛ࠋ
Worksheet A ࡜ B
ࢆิࡈ࡜࡟ࠊ㓄ᕸࡍ
ࡿࠋ
ࢪ࢙ࢫࢳ࣮࡛ࣕࡑࢀ
ࡒࢀࡢ࣮࣡ࢡࢩ࣮ࢺ
ࢆ㓄ࡿิࢆ♧ࡍࠋ
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ϰホ౯
㸯㸧 ཷࡅ㌟ࢆ౑⏝ࡋ࡚ࠊ⏕ᚐྠኈ࡛᝟ሗࡢࡸࡾྲྀࡾࢆࡍࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡓ࠿ࠋ
 㸰㸧 ⏕ᚐࡀⱥㄒࢆ౑⏝ࡍࡿ᫬㛫ࡣ༑ศ࡟☜ಖࡉࢀ࡚࠸ࡓ࠿ࠋ
 㸱㸧 ⏕ᚐࢆ✚ᴟⓗ࡟ᤵᴗ࡟ཧຍࡉࡏࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡓ࠿ࠋ
࠙㈨ᩱ ࠚᯈ᭩ィ⏬㸦㯮ᯈ┿ࢇ୰࠿ࡽᕥ㠃㸧
7KXUVGD\$SULO

1a.  Many people          love        this painting .   
1b.  This painting   ____  _______  ____  many people.    
(㸨ࡲ࡜ࡵࡢཱྀ㢌⦎⩦ᚋ is loved by ࢆ᭩ࡃ)
࠙ཷࡅ㌟ࠚ ୺ㄒ  be ືモ 㐣ཤศモ  by         㸦㸨ࣉࣜࣥࢺㄝ᫂᫬࡟᭩ࡃ㸧
            

࠙㈨ᩱ ࠚᯈ᭩ィ⏬㸦㯮ᯈ┿ࢇ୰࠿ࡽྑ㠃㸧

   2a.  Ukiyo-e   _____________   van Gogh .  
 (㸨2b ࢆ᭩ࡃ┤๓࡟ influenced ࢆ᭩ࡃ)
2b.  Van Gogh  _____  ______  ____ ukiyo-e.   
(㸨ࡲ࡜ࡵࡢཱྀ㢌⦎⩦ᚋ was influenced by ࢆ᭩ࡃ)
࠙ཷࡅ㌟ࠚ ୺ㄒ  be ືモ 㐣ཤศモ  by      㸦㸨ࣉࣜࣥࢺㄝ᫂᫬࡟᭩ࡃ㸧

S: Many people love this painting. 
T: This painting is loved by many people.  
S: This painting is loved by many people. ͐
T: Ukiyo-e influenced van Gogh. 
S: Ukiyo-e influenced van Gogh. 
T: Van Gogh was influenced by ukiyo-e. 
S: Van Gogh was influenced by ukiyo-e. ͐
T: OK, good. Do you have any questions? ͐
T: Class, look at the blackboard again. These are 
very important. So please write them down on 
your notebook. I’ll give you one minute.  ... 
T: Now I’ll give you a handout for the next lesson.
Please read it carefully. Your homework is 
written on it, too. That’s all for today. See you.
ࢆࠊᩍ⛉᭩ࡸࣉࣜࣥ
ࢺࢆぢ࡞࠸࡛⏕ᚐ࡟
ゝࢃࡏࡿࠋ






✵ḍࢆᇙࡵ࡚ࠊࣀ࣮
ࢺ࡟᭩࠿ࡏࡿࠋ
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࠙㈨ᩱ ࠚ๓ࡢ᫬㛫࡟㓄ᕸࡉࢀࡿண⩦ࣉࣜࣥࢺ
8QLW3RS&XOWXUH7KHQDQG1RZ
᪂ฟㄒྃࡢࢳ࢙ࢵࢡὀ㸯
࣭pop [ࣃࢵࣉ] ኱⾗ⓗ࡞ (popular ࢆ▷⦰ࡋࡓࡶࡢ)
࣭painting [࣌࢖ࣥࢸ࢕ࣥࢢ]  ⤮ࠊ⤮⏬
࣭influence [࢖ࣥࡩࡿ࢚ࣥࢫ]  …࡟ᙳ㡪ࢆཬࡰࡍ 
࣭print [ࣉࣜࣥࢺ]  ∧⏬
࣭shown [ࢩࣙ࢘ࣥ] show 㸦㹼ࢆぢࡏࡿ㸧ࡢ㐣ཤศモ    [ཎᙧ - 㐣ཤᙧ - ᢅӊЎᚺ]
㸨㐣ཤศモࡢㄝ᫂ࡣୗ࡟ show - showed - VKRZQ
࣭brought [ࣈ࣮ࣟࢺ] bring㸦㹼ࢆᣢࡗ࡚ࡃࡿ㸧ࡢ㐣ཤศモ bring - brought - EURXJKW
࣭Vincent van Gogh [ࣦ࢕ࣥࢫࣥࢺ ࣦ࠵ࣥ ࢦ࢘] ࣅࣥࢭࣥࢺ࣭ࣂ࣭ࣥࢦࢵ࣍ [ேྡ]
࣭Europe [ࣘ(࢔)ࣛࣉ] ࣮ࣚࣟࢵࣃ

௒᪥ࡢᏛࡧ  ཷࡅ㌟
࠺  ࡳ
 㸦ཷືែ
ࡌࡹ࡝࠺ࡓ࠸
㸧
1a.  Many people   love    this painting .ከࡃࡢேࡀࡇࡢ⤮ࢆឡࡋ࡚࠸ࡲࡍ>⬟ࡢ࠺ືែ࡝࠺ࡓ࠸@
  ࠕከࡃࡢேࠖࡀ࡝࠺࡞ࡢ࠿࡜࠸࠺どⅬ࡛⾲⌧ ࢺࣆࢵࢡࡣࠕከࡃࡢேࠖ
1b.  This painting  is loved by many people. ࡇࡢ⤮ࡣከࡃࡢே࡟ឡࡉࢀ࡚࠸ࡿ>ཷࡅ㌟
࠺  ࡳ
@
ࠕࡇࡢ⤮ࠖࡣ࡝࠺࡞ࡢ࠿࡜࠸࠺どⅬ࡛⾲⌧㸦ࢺࣆࢵࢡࡣࠕࡇࡢ⤮ 㸧ࠖ࠙ Sᇶᮏᩥ ࠚ
ۻࠕA ࡀ B ࢆ㹼ࡍࡿ࡛ࠖࡣ࡞ࡃࠕB ࡀ  A ࡟㹼ࡉࢀࡿࠖࡢࡼ࠺࡞どⅬࢆኚ࠼ࡓ⾲⌧ࢆᏛࡧ
ࡲࡍࠋࡇࡢࡼ࠺࡟ࠕۑۑࡣ㹼ࡉࢀࡿࠖࡢࣃࢱ࣮ࣥࡢᩥࢆࠕཷࡅ㌟ 㸦ࠖཷືែ㸧ࡢᩥ࡜ゝ࠸
ࡲࡍࠋどⅬࡀኚࢃࡿࡢ࡛ࠊㄒ㡰ࡀኚࢃࡾࡲࡍࠋࠕ㹼ࢀࡿࠊࡽࢀࡿࠖࡢព࿡ࢆ⾲ࡍࡓࡵ࡟ࠕ㐣
ཤศモࠖ࡜࿧ࡤࢀࡿືモࡢᙧែࢆ౑⏝ࡋ be ືモ࡜ࢭࢵࢺ࡛ཷࡅ㌟ࡢᩥࢆసࡾࡲࡍࠋ
2a.  Ukiyo-e    influenced     van Gogh .    ࠑྡモ A ௚ືモ ྡモ Bࠒ
  ᾋୡ⤮ࡣࣂࣥ㺃ࢦࢵ࣍࡟ᙳ㡪ࢆ୚࠼ࡓ
2b.  Van Gogh  was influenced by ukiyo-e.ࠑྡモ B  be ືモ 㐣ཤศモ by ྡモ Aࠒ
  ࣂࣥ㺃ࢦࢵ࣍ࡣᾋୡ⤮࡟ᙳ㡪ࢆ୚࠼ࡽࢀࡓ㸦ᙳ㡪ࢆཷࡅࡓ㸧ࠕཷࡅ㌟ 㸦ࠖཷືែ㸧
ۻࠕఱ࡟ࠖࡼࡗ࡚ࠕ㹼ࡉࢀࡓࠖ࠿ࢆゝ࠸ࡓ࠸࡜ࡁࡣࠕby 㹼࡛ࠖ⾲⌧ࡋࡲࡍࡀࠊゝ࠸ࡓࡃ
࡞࠿ࡗࡓࡾࠊゝ࠺ᚲせࡀ࡞࠸ሙྜࡣࠊࠕby 㹼ࠖࡣ୙せ࡛ࡍࠋࠕ⚾ࡀࣛࢪ࢜ࢆቯࡋࡲࡋࡓࠖ
࡜ゝࢃࡎ࡟ࠕࣛࢪ࢜ࡀቯࢀࡲࡋࡓࠖ࡜ゝࡗࡓࡾࡋࡲࡏࢇ࠿㸽
ࠕ㐣ཤศモࠖSDVWSDUWLFLSOHЍ␎ࡋ࡚SSࡗ࡚ఱ㸽 
ۻ㐣ཤศモ࡟ࡣ࠸ࡃࡘ࠿ࡢ⏝ἲࡀ࠶ࡾࡲࡍࡀࠊࡲࡎࠕ㹼ࢀࡿࠊ㹼ࡽࢀࡿࠖࡢព࿡ࢆ⾲ࡍື
モࡢᙧ࡜ࡋ࡚ࠊཷࡅ㌟ࡢሙྜࡣࠕbe ືモ㸩㐣ཤศモࠖ࡜ࢭࢵࢺ࡛౑࠺࡜ぬ࠼ࡲࡍࠋ
ۻ㐣ཤศモ࡟ࡣ㐣ཤᙧ࡜ྠᵝ࡟ࠊつ๎ኚ໬࡜୙つ๎ኚ໬ࡢືモࡀ࠶ࡾࢥࢶࢥࢶぬ࠼ࡲࡍࠋ
ۻ࿚ᩥࡢࡼ࠺࡟ bring - brought - brought (ཎᙧ㸫㐣ཤᙧ㸫㐣ཤศモ)࡜ぬ࠼ࡲࡍࠋp.138 

ᐟ㢟㸸ᮏ᪥ࡢࣃ࣮ࢺ㡢ㄞ  ᅇࠊࡇࡢࣉࣜࣥࢺࢆㄞࡴࠊ༢ㄒࢸࢫࢺ‽ഛ
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࠙㈨ᩱ ࠚᤵᴗ୰࡟㓄ᕸࡉࢀࡿ࣮࣡ࢡࢩ࣮ࢺ $
ᴾ ᵵᶍᶐᶉᶑᶆᶃᶃᶒᴾᵟᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᵡᶊᵿᶑᶑᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᴾᵬᶍᵌᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᴾᵬᵿᶋᶃᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᴾ
ᵲᶍᶂᵿᶗḚᶑᴾᵟᶁᶒᶇᶔᶇᶒᶗᴾ ᴾ ီễỦὁὊἁἉὊἚửਤếʴểऴإʩ੭ửᒍᛖỂẲộẲỢạẇᴾ
సࡽࢀࡓࡶࡢࡢ
ྡ๓
స ⪅ࠊసࡽࡏࡓே
సࡽࢀࡓ
ᖺ
ືモࡢά⏝(verb conjugations) 
㸦ཎᙧ㸫㐣ཤᙧ㸫㐣ཤศモ㸧
౛
1
Botchan Natsume Soseki 㹝㹝㹝ᖺ
write 㸫 wrote 㸫 ZULWWHQ
[ࣜࢺࢗࣥ]
౛
2
Tokyo Tower 
㸨ࡇࡢḍ࡟グ㍕ࡀ࡞
࠸ ᫬ ࡣ ࠊ ఍ ヰ ౛ ࡢ
by --- ࡣゝࢃ࡞࠸
1958 ᖺ
nineteen
fifty-eight
build 㸫 built 㸫 EXLOW  
1
Sunflowers
㸦ࡦࡲࢃࡾ㸧 Vincent van Gogh 
1888 ᖺ paint 㸫 painted 㸫 SDLQWHG
2
Osaka Castle 
㸦኱㜰ᇛ㸧
Toyotomi  
Hideyoshi 
㹝㹝㹝ᖺ build 㸫 built 㸫 EXLOW
3 “Yesterday” 
Paul McCartney 
(࣏࣮࣭࣐ࣝࢵ࣮࢝ࢺࢽ࣮ )
1965 ᖺ
write 㸫 wrote 㸫 ZULWWHQ
        [ࣜࢺࢗࣥ]
4 Tokyo Skytree  2012 ᖺ build 㸫 built 㸫 EXLOW
5 iPhone 
Steve Jobs 
㸦ࢫࢸ࢕࣮ࣈ㺃ࢪࣙࣈࢬ㸧
㹝㹝㹝ᖺ make 㸫 made 㸫 PDGH
6
guns
(㕲◙)
㹝㹝㹝ᖺ
bring - brought - EURXJKW
ۻbrought to Tanegashima ࢆ
౑⏝ ࠕ✀Ꮚᓥ࡟ࡶࡓࡽࡉࢀࡓࠖ
㸦఍ヰ౛㸧A: Can I ask you a question? 
          B: Yes, go ahead. 
          A: When was Botchan written by Natsume Soseki?
          B: It was written in 1906.  (nineteen O six ࡜ㄞࡴࠋToday’s Points ཧ↷)
          A: Thank you. It was written in 1906. 㸦࡜ゝ࠸࡞ࡀࡽࠊ1906 ࡜グධࡍࡿ㸧
     B: That’s correct. Can I ask you a question, too? 
          A: Yes, of course. 
          B: When was Tokyo Tower built?  㸦✵ḍࡢ᫬ࡣ by --- ࡣゝࢃ࡞࠸㸧
          A: It was built in 1958. 
          B: Thank you. It was built in 1958. 㸦࡜ゝ࠸࡞ࡀࡽࠊ1958 ࡜グධࡍࡿ㸧
          A: That’s correct. Can I ask you a question again?  ࣭࣭࣭࣭
㸨┦ᡭࡀ⪺ࡁ㛫㐪࠼࡚ࠊ␗࡞ࡿᖺࢆゝࡗࡓࡽࠊNo. It was built in 1958. ࡜ゞṇࡋࡲࡋࡻ࠺ࠋ
࠙  7RGD\¶V3RLQWVࠚ 
ۻ1 ཷࡅ㌟ࡢ⾲⌧࡛ࡣ be ືモࡀ౑ࢃࢀ࡚࠸ࡿࡢ࡛ࠊࡇࢀࡲ࡛ࡢ be ືモࢆ౑ࡗࡓᩥ࡜ྠࡌࡼ࠺
࡟␲ၥᩥࢆసࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡲࡍࠋࠕ࠸ࡘ㹼ࡉࢀࡓࡢ࡛ࡍ࠿㸽ࠖࡣ “When was ୺ㄒ 㐣ཤศモ
(by ͐)?” ࡢㄒ㡰࡟࡞ࡾࡲࡍࠋ
ۻ2 ཷࡅ⟅࠼ࡣከᑡ࢔ࣞࣥࢪࡋ࡚ࡶ OK࡛ࡍཷࠊ ࡅ㌟ࡢᩥࡣᚲࡎ఍ヰ౛ࡢࡼ࠺࡟⧞ࡾ㏉ࡋࡲࡍࠋ
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࠙㈨ᩱ ࠚᤵᴗ୰࡟㓄ᕸࡉࢀࡿ࣮࣡ࢡࢩ࣮ࢺ %
ᵵᶍᶐᶉᶑᶆᶃᶃᶒᴾᵠᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᵡᶊᵿᶑᶑᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᴾᵬᶍᵌᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᴾᵬᵿᶋᶃᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᵽᴾ ᴾ
ᵲᶍᶂᵿᶗḚᶑᴾᵟᶁᶒᶇᶔᶇᶒᶗᴾ ᴾ ီễỦὁὊἁἉὊἚửਤếʴểऴإʩ੭ửᒍᛖỂẲộẲỢạẇᴾ
సࡽࢀࡓࡶࡢࡢ
ྡ๓
స ⪅ࠊసࡽࡏࡓே సࡽࢀࡓᖺ
ືモࡢά⏝(verb conjugations)
㸦ཎᙧ㸫㐣ཤᙧ㸫㐣ཤศモ㸧
౛
1
Botchan Natsume Soseki 
1906 ᖺ
nineteen oh six
write 㸫 wrote 㸫 ZULWWHQ
[ࣜࢺࢗࣥ]
౛
2
Tokyo Tower 
㸨ࡇࡢḍ࡟グ㍕ࡀ
࡞࠸᫬ࡣࠊ఍ヰ౛ࡢ
by --- ࡣゝࢃ࡞࠸
㹝㹝㹝ᖺ build 㸫 built 㸫 EXLOW 
1
Sunflowers
㸦ࡦࡲࢃࡾ㸧 Vincent van Gogh
㹝㹝㹝ᖺ paint 㸫 painted 㸫 SDLQWHG
2
Osaka Castle 
㸦኱㜰ᇛ㸧
Toyotomi 
Hideyoshi 
1583 ᖺ build 㸫 built 㸫 EXLOW
3 “Yesterday” 
Paul McCartney 
(࣏࣮࣭࣐ࣝࢵ࣮࢝ࢺࢽ࣮ )
㹝㹝㹝ᖺ
write 㸫 wrote 㸫 ZULWWHQ
         [ࣜࢺࢗࣥ]
4 Tokyo Skytree  㹝㹝㹝ᖺ build 㸫 built 㸫 EXLOW
5 iPhone 
Steve Jobs 
㸦ࢫࢸ࢕࣮ࣈ㺃ࢪࣙࣈࢬ㸧
2007 ᖺ make 㸫 made 㸫 PDGH
6
guns
(㕲◙)
1543 ᖺ
bring - brought - EURXJKW
ۻbrought to Tanegashima ࢆ
౑⏝ ࠕ✀Ꮚᓥ࡟ࡶࡓࡽࡉࢀࡓࠖ
㸦఍ヰ౛㸧A: Can I ask you a question? 
          B: Yes, go ahead. 
          A: When was Botchan written by Natsume Soseki?
          B: It was written in 1906.  (nineteen O six ࡜ㄞࡴࠋToday’s Points ཧ↷)
          A: Thank you. It was written in 1906. 㸦࡜ゝ࠸࡞ࡀࡽࠊ1906 ࡜グධࡍࡿ㸧
     B: That’s correct. Can I ask you a question, too? 
          A: Yes, of course. 
          B: When was Tokyo Tower built?  㸦✵ḍࡢ᫬ࡣ by --- ࡣゝࢃ࡞࠸㸧
          A: It was built in 1958. 
          B: Thank you. It was built in 1958. 㸦࡜ゝ࠸࡞ࡀࡽࠊ1958 ࡜グධࡍࡿ㸧
          A: That’s correct. Can I ask you a question again?  ࣭࣭࣭࣭
㸨┦ᡭࡀ⪺ࡁ㛫㐪࠼࡚ࠊ␗࡞ࡿᖺࢆゝࡗࡓࡽࠊNo. It was built in 1958. ࡜ゞṇࡋࡲࡋࡻ࠺ࠋ
࠙  7RGD\¶V3RLQWVࠚ 
ۻ1 ཷࡅ㌟ࡢ⾲⌧࡛ࡣ be ືモࡀ౑ࢃࢀ࡚࠸ࡿࡢ࡛ࠊࡇࢀࡲ࡛ࡢ be ືモࢆ౑ࡗࡓᩥ࡜ྠࡌࡼ࠺
࡟␲ၥᩥࢆసࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡲࡍࠋࠕ࠸ࡘ㹼ࡉࢀࡓࡢ࡛ࡍ࠿㸽ࠖࡣ “When was ୺ㄒ 㐣ཤศモ
(by ͐)?” ࡢㄒ㡰࡟࡞ࡾࡲࡍࠋ
ۻ2 ཷࡅ⟅࠼ࡣከᑡ࢔ࣞࣥࢪࡋ࡚ࡶ OK࡛ࡍཷࠊ ࡅ㌟ࡢᩥࡣᚲࡎ఍ヰ౛ࡢࡼ࠺࡟⧞ࡾ㏉ࡋࡲࡍࠋ
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新しい中学校学習指導要領に対応した初任教師にもできる英語での英語の授業
注
１）英単語の読み方は、『ニューホライズン英和辞典』
第８版の表記を参考に記載している。
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